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開会 午後１時３０分 

 

大熊教育長   ただいまから令和７年第３回小金井市教育委員会定例会を開会し

ます。 

 日程の第１、会議録署名委員の指名についてです。 

 本日の会議録署名委員は、浅野教育長職務代理者と穂坂委員にお

願いいたします。 

 

（委員一同異議なく、上記２名が選出された。） 

 

大熊教育長   次に、日程の第２、議案第６号、小金井市教育委員会職員タイム

レコーダー使用規程の一部を改正する規程を議題といたします。 

 提案理由について説明をお願いいたします。 

 

大津学校    提案理由について御説明いたします。 

教育部長    本件につきましては、小金井市職員の勤務時間、休日、休暇等に

関する条例を一部改正することに伴い、規定を整備する必要がある

ため、本案を提出するものでございます。 

 細部につきましては担当課長から説明いたしますので、よろしく

御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 

鈴木庶務課長  では、細部について御説明いたします。 

 議案第６号については、小金井市職員の勤務時間、休日、休暇等

に関する条例について、子育て部分休暇の新設、子の看護休暇の取

得事由及び時間外勤務を免除する職員の範囲を拡大する内容の一

部改正を行ったため、他に関係する規定の整備をする必要があるこ

とから、本案を提出するものでございます。 

 議案第６号資料、新旧対照表を御覧ください。 

 第５条第１項第１４号中「子どもの看護休暇」を「子どもの看護

等休暇」に改め、同項中第３４号を第３５号とし、第２６号から第

３３号までを１号ずつ繰り下げ、第２５号の次に、第２６号「子育

て部分休暇 子部」の１号を加えるというものでございます。 

 説明につきましては以上となります。よろしく御審議の上、御議

決賜りますようお願い申し上げます。 
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大熊教育長   これは職員のよりよい職場環境をつくることにつながると思いま

すので、よろしいでしょうか。 

 以上で質疑を終了いたします。 

 それでは、お諮りいたします。議案第６号、小金井市教育委員会

職員タイムレコーダー使用規程の一部を改正する規程は、原案どお

り可決することに御異議ありませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については、原案どおり可決するこ

とに決定いたしました。 

 次に、日程の第３、議案第７号、小金井市立小・中学校の学校医、

学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱についてを議題といたします。 

 提案理由について説明をお願いいたします。 

 

大津学校    提案理由について御説明いたします。 

教育部長    本件につきましては、令和７年３月３１日付けをもって学校医、

学校歯科医及び学校薬剤師の任期を満了することに伴い、新たに委

嘱するため本案を提出するものでございます。 

 細部につきましては担当課長より説明いたしますので、よろしく

御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 

笹栗学務課長  議案第７号、小金井市立小・中学校の学校医、学校歯科医及び学

校薬剤師の委嘱についてを御説明申し上げます。 

 学校医は、学校保健法第２３条に基づきまして、小金井市教育委

員会では２年間を任期として委嘱をしております。現在の任期は令

和７年３月３１日までとなっておりまして、令和７年度、８年度の

学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱をするものです。 

 今回改選する方を中心に、診療科ごとに御説明をさせていただき

ます。 

 まず、内科医です。緑中学校の現任の校医、丸茂恒二医師に代わ

り、菊地隆文医師を委嘱いたします。また、南中学校の現任校医竹

田和義医師に代わり、御子息である竹田遼医師を委嘱いたします。

そのほか、現任校医１２名を引き続き委嘱いたします。 

 次に、眼科医、耳鼻咽喉科医、整形外科医ですが、こちらについ
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ては変更がございませんでしたので、現任校医の方を引き続き委嘱

いたします。 

 次に、精神科医ですけれども、こちらも引き続き、松浦理英子医

師を委嘱し、全ての小学校、中学校を御担当いただきます。 

 次に、歯科医です。東小学校の現任校医三村義仁医師に代わりま

して、岩田卓也医師を委嘱いたします。その他、現任校医１３名を

引き続き委嘱いたします。 

 最後に、薬剤師ですが、変更はございませんでしたので、現任薬

剤師の方を引き続き委嘱いたします。 

 説明は以上です。 

 

大熊教育長   穂坂委員にも引き続き、前原小学校校医をお願いしたいと思いま

す。 

 事務局の説明は終わりましたが、何か質問等はございますか。よ

ろしいですか。 

 穂坂委員もよろしくお願いいたします。 

 

穂坂委員    はい。 

 

大熊教育長   以上で質疑を終了いたします。 

 それでは、お諮りいたします。議案第７号、小金井市立小・中学

校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱については、原案ど

おり可決することに御異議ありませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については、原案どおり可決するこ

とに決定いたしました。 

 次に、日程の第４、議案第８号、小金井市学校運営協議会委員の

委嘱についてを議題といたします。 

 提案理由について説明をお願いします。 

 

大津学校    提案理由について御説明いたします。 

教育部長    本件につきましては、小金井第一小学校、小金井第二小学校、前

原小学校、本町小学校、小金井第二中学校、東中学校、緑中学校、
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南中学校の学校運営協議会委員の任期満了に伴い、学校運営協議会

委員の委嘱手続きを行う必要が生じたこと、また、小金井第一中学

校より新たに２名の推薦があったことから、本案を提出するもので

ございます。 

 細部につきましては担当室長より説明いたしますので、よろしく

御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 

平田指導室長  細部について御説明いたします。 

 学校運営協議会委員については、小金井市学校運営協議会に関す

る規則第９条により、２年間の任期の委嘱となっております。小金

井第一小学校、小金井第二小学校、前原小学校、本町小学校、小金

井第二中学校、東中学校、緑中学校、南中学校の委員が任期満了と

なったこと、また、小金井第一中学校から委員２名の追加が申請さ

れたことから、資料のとおり、新たに学校運営協議会委員を選定し

たところです。 

 なお、委員の任期は、小金井第一中学校の委員のみ令和８年３月

３１日まで、それ以外の委員は令和９年３月３１日までとなります。 

 説明は以上です。 

 

大熊教育長   事務局の説明は終わりました。何か御質問、御意見はございます

か。よろしいですか。 

 皆さん本当によくやっていただいているので、引き続き、一生懸

命、子供たちのためにお力を貸していただければと思います。よろ

しくお願いしたいと思います。 

 以上で質疑を終了いたします。 

 それでは、お諮りいたします。議案第８号、小金井市学校運営協

議会委員の委嘱については、原案どおり可決することに御異議あり

ませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については、原案どおり議決するこ

とに決定いたしました。 

 次に、日程の第５、議案第９号、小金井市教育委員会いじめ問題

対策委員会委員の委嘱についてを議題といたします。 
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 提案理由について説明をお願いします。 

 

大津学校    提案理由につきまして御説明いたします。 

教育部長    本件につきましては、小金井市教育委員会いじめ問題対策委員会

において、委員が令和７年３月３１日をもって任期満了となること

から、新たに委員を委嘱するため、本案を提出するものでございま

す。 

 細部につきましては担当室長から説明いたしますので、よろしく

御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 

平田指導室長  細部について御説明いたします。 

 本議案は、小金井市教育委員会いじめ問題対策委員会規則に基づ

いて、学識経験を有する者、弁護士、心理に関する専門的な知識を

有する者、福祉に関する専門的な知識を有する者等、５名の委員を

委嘱するものです。 

 委員の任期は２年間で、年間２回の定例会開催を基本とし、重大

事態発生時には臨時に開催することも想定しております。今年度の

定例会においては、主に小金井市いじめ防止基本方針の改定につい

て御協議いただいたところです。 

 説明は以上です。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わりました。何か御質問、御意見はございます

か。 

 これで３期目になるわけですよね。この人たちがいじめの条例を

つくっていただいた方々ですけど、小金井のいじめ防止条例は他市

と比較すると、被害者だけではなくて、加害者の心のケアをすると

いうことを重点に入れていただき、これまでも実践していただきま

した。今年度は、いじめ防止要綱も合わせて改定していただきまし

て、今しっかり整っているという状況にあるかなと思っています。 

 引き続きこの方々に委員を引き受けていただいて、小金井市のい

じめについて、しっかりとした羅針盤を示していただければなと思

っているところです。 

 何か質問等はございますか。よろしいですか。 

 以上で質疑を終了いたします。 

 それでは、お諮りいたします。議案第９号、小金井市教育委員会
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いじめ問題対策委員会委員の委嘱については、原案どおり可決する

ことに御異議ございませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については、原案どおり議決するこ

とに決定いたしました。 

 次に、日程の第６、報告事項を議題といたします。 

 順次担当から説明願います。 

 初めに、報告事項１、令和７年度第１回小金井市議会定例会につ

いてを報告願います。 

 

大津学校    それでは、令和７年第１回市議会定例会について御御報告いたし 

教育部長   ます。 

 報告事項１資料を御覧ください。 

 質問内容等について記載してございます。 

 なお、資料の配付をもちまして、説明を省略させていただきます。 

 まず、一般質問の関係でございますが、学校教育部関係では、報

告資料１にあるとおり３名の議員から、生涯学習部関係につきまし

ては、３名の議員から御質問をいただいたところでございます。そ

のほかに、厚生文教委員会や予算特別委員会等におきまして、教育

に関する質問もあったところでございます。 

 以上で報告を終わらせていただきますが、細部につきましてはユ

ーチューブで録画配信を行ってございます。また、会議録も間もな

くホームページ等でアップされると思いますので、そちらを御覧い

ただければと思います。 

 以上でございます。 

 

大熊教育長   今回の議会ではあまり教育のことについては取り上げられません

でしたが、報告させていただきます。よろしいですか。 

 ただいまの報告に関して、御意見、御質問等はございますか。よ

ろしいですか。 

 以上で報告事項１を終了いたします。 

 次に、報告事項２、令和６年度小金井市教育委員会児童・生徒表

彰についてを報告願います。 
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向井指導主事  令和６年度小金井市教育委員会児童・生徒表彰について報告いた

します。 

 児童・生徒表彰は、他の模範となるような成績または行為のあっ

た児童・生徒を表彰し、健全育成に役立てるとともに、学校教育の

一層の充実、向上に資することを目的としております。 

 報告事項２資料を御覧ください。 

 市内各小中学校の校長より推薦され、審査会を経て、１５の個人

及び団体の表彰が決定いたしました。 

 表彰式は２月１４日、金曜日に小金井市市民会館萌え木ホールに

て開催し、教育長より対象の生徒に賞状と記念品を手渡しました。

当日、表彰された生徒から受賞のスピーチがありましたが、どの生

徒も自分の言葉で発表しており、生徒主体の学びの成果が表れたス

ピーチであったと感じております。 

 報告は以上になります。 

 

大熊教育長   今、指導主事からも報告がありましたが、これまで、このような

表彰を行った後、一言スピーチをしてほしいという依頼は同じよう

にしてきましたが、今回の子供たちは、原稿を見るということでは

なくて自分の言葉でしゃべって、どういうふうに努力してこの賞を

とれたかということをしっかり語ってくれました。すごいなという

のが一番、本当に一人一人の子供たちがしっかりと話せていました。 

 この中で特筆すべきこととして、１２番は、要救助者を発見後、

ＡＥＤを探したり、周りの人の助けを求めて人命救助をしたという

ことで表彰をさせていただきました。この子たちもしっかりそのと

きの様子や自分たちが協力した様子、それから周りの人たちもその

ことについて協力してくれたことに感謝を述べるなど、なかなか立

派な姿勢でした。 

 それから、この中で世界一というのが一つありまして、最後の１

５番の南中学校の勅使河原君です。２０２４年青少年航空宇宙絵画

国際コンテストの優秀賞で世界第１位という、これはびっくりしま

した。絵も、またこれも説明が難しい。とにかくすばらしい絵でし

て、落下傘で降りてくる途中で、多様な人々が手をつないで落ちて

いく様子の絵でしたが、とてもよく描けていたなという、これが世

界一の絵なのかと思いました。 
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 それから、９番の緑中学校の増田君ですが、この子のこの記録は、

オリンピックの１００メートルに出たサニブラウン選手の中学校

の記録を抜いたという、これもまたすばらしい記録でびっくりしま

した。 

 ほかにも、運動だけではなく、東京都のアナウンスのコンクール

で準優勝したなど、多様なことで活躍してくれる子供たちがいます。

もしも来年度時間があれば、表彰だけではなく、そのスピーチを聞

きに来るというだけでもかなり子どもたちの頑張りが分かると思

います。また紹介をさせていただきますので、もしよろしかったら

足をお運びいただければと思うところです。 

 

佐島委員    小金井の子供たちはすごいなと拝見をさせていただきましたが、

これは市の表彰をするということで、一定の基準で各学校から推薦

をしてもらっていると思うのです。今回はたまたま中学校だけが載

っているというふうには見えておりますが、恐らく小学校も含めて、

子供たちはすごく頑張っていることが多いのではないかと思うの

です。そういう意味から、こういう市の表彰だけではなく、日々の

学校教育の中で子供たちを認めてあげるということはすごく大事

であると思っています。指導室で把握している範囲で構いませんが、

子供たちのそういう頑張りを児童朝会等で紹介をしているとか、学

校だよりに載せて紹介しているとか、そういうような取組をされて

いる事例はあるのでしょうか。 

 

向井指導主事  まず、今、佐島委員がおっしゃったように、多くの学校では、朝

会などの場で、例えばスポーツだとかコンクールなどで優秀な成績

を収めた児童・生徒を表彰している場があります。 

また、学校だよりにて、運動部の成績だとか、そういったものを

毎月載せている学校もあります。そういった形で保護者や地域の

方々へ子供たちの成果をお伝えしているところであります。 

 

大熊教育長   実を言うと、今日、小金井第三小学校に行ったのですが、校長室

の世界一の絵がありました。びっくりですよ。ちょっと後ろの人に

も見せてあげたいと思うのですが、 

これが世界一に輝いた絵です。 

 それで、校長室の前に様々な表彰をされた子供たちの写真が全部
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で３０枚ぐらい、校長先生と一緒に校長室で写真を撮った様子が飾

ってありまして、子供たちの頑張りはたくさんあるなと思いました。

校長先生は子供たちの了解をとって写真を掲載していると言って

いました。まさにそういうことは小学校でもたくさんあるのかなと

思っています。 

 でも、小学校の場合は、東京都大会や全国大会というところまで

はなかなか、大会がないということもあります。 

 

佐島委員    各学校で学校だよりなんか見せていただいても、載っている学校

もたくさんありますし、認めていただいているというのはとてもあ

りがたいことだなと思います。子供たちにとって、やはり自分が頑

張ったことが様々な場で認められるというのは、明日への活力にな

っていくと思うので、ぜひそういう取組をこれからもさらに充実し

ていただきたいなと思います。 

 

大熊教育長   さっき、運動部活だけではなくスピーチとか、税の作文なんかも

東京都で１０編の中に入っていたり、本当にいろんなところで活躍

しております。活躍できるというのは学校教育の中で指導している

部分がありますので、その指導の成果という形も見られるのではな

いかなと思っています。今後もこんな形でたくさん表彰ができると

いいなと思っております。 

 どうしても表彰というと運動系が多くなるような感じがします

けど、小金井市はそうではないというところもありますので、しっ

かり成果を上げていただいて、私どもも表彰できるようにしていき

たいと思っているところです。 

 以上で報告事項２を終了したいと思いますが、よろしいですか。 

 次に、報告事項３、令和６年度働き方改革のまとめ及び令和７年

度働き方改革の計画についてを報告願います。 

 

平田指導室長  令和６年度働き方改革のまとめ及び令和７年度働き方改革の計画

について御報告いたします。 

 報告事項３資料を御覧ください。 

 まず、令和６年度働き方改革キャンペーン月間のまとめについて

御報告いたします。 

 令和６年１１月１日から１１月３０日までの期間を働き方改革
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キャンペーン月間と位置づけ、学校の意識啓発と取組強化の期間と

いたしました。具体的には、出退勤システムを使い教員の在校時間

を客観的に把握し、それを基に管理職からの発信や個人面談等を行

うことで、時間を意識した職務の遂行を促しました。 

 市内の小・中学校では、１か月当たりの時間外在校時間が８０時

間を超える教員の割合を評価の指標としておりますが、今年度のキ

ャンペーン月間において８０時間を超えた教員の割合は全体の２.

７％で、昨年度の２.８％から僅かに減少という結果となりました。 

 校種別に見ますと、時間外在校時間が８０時間を超えた教員の割

合は、中学校において１人の減少が見られたものの、小学校におい

ては１人増加したという結果でした。教員全体の１か月当たりの平

均時間外在校時間は、昨年度から３１分間の減となっております。 

 時間が減少した要因の一つは、ＩＣＴの活用が進んだことです。

特に中学校におけるテストの採点システムでは、教員の作業時間、

採点にかかる作業時間がおおよそ３分の１程度になるなど、効果が

あったということです。 

 また、打合せや会議を精選し、時間短縮に努めたという取組も行

っております。打合せや会議に入る前の資料をそろえることや、事

前の企画会の中で十分に検討することで、職員会議にかかる時間を

短縮しているという取組を行っておりました。 

 教員の意識啓発では、やらねばならないことと、やったほうがい

いこと、これを一人一人が判断すること、そして、優先順位をつけ

て取り組むことについて管理職から教員に繰り返し話をし、意識さ

せたと、そういった取組を行ったという学校の報告を受けておりま

す。 

 教員の働き方改革は、引き続き喫緊の課題であるという認識の下、

今後も取組のさらなる充実を図ってまいります。 

 次に、令和７年度学校における働き方改革の計画についてでござ

います。 

 こちらも続いて資料のほうを御覧ください。 

 働き方改革検討委員会では、今年度の時間外在校時間削減に向け

た取組として、保護者に向けて、教員の勤務時間、学校行事の見直

しや精選、また、中学校の部活動改革についての理解を求めていっ

たことや、スクール・サポート・スタッフ、副校長補佐、エデュケ

ーション・アシスタントなどの人的配置などが非常に充実したこと
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によって効果があったのではないかという意見がございました。 

 また、教員、保護者、地域に向けて情報発信して、学校に関わる

全ての人の意識をさらに変えていく必要性があるのではないかと

いう御意見もありました。 

 このような意見を踏まえて、令和７年度の計画については、教員

一人一人が時間外在校時間４５時間というラインを意識し、優先順

位を考えたり効率化を図ったりするなどして、自身の業務をマネジ

メントする意識を高めていく必要があるだろう、そういった考えか

ら、１か月当たりの時間外在校時間が８０時間を超える教員をゼロ

にする、もう一つが、１か月当たりの時間外在校時間が４５時間以

上の教員を３０％以下にするという目標を継続することにしまし

た。 

 教育委員会としても、単に数値の結果を追い求めるというのでは

なく、一人一人の教員が自分自身の働き方を見詰め直すという視点

から、できる支援を考えてまいりたいと思っております。 

 報告は以上です。 

 

大熊教育長   ありがとうございました。 

 こういう結果が出ましたけど、このことについてはいかがでしょ

うか。御意見があれば、お願いします。 

 

佐島委員    御報告ありがとうございました。 

 働き方改革については、以前からずっと取り組んできていただい

て、本当に一歩ずつ一歩ずつ進んでいるのかなという印象ではあり

ます。 

 今、御報告を伺って思ったのは、これから先もっと進めていくた

めには、教職員自身の意識の改革とともに、地域や保護者の理解と

いうのも大切なのだろうなというところを感じました。 

 教員の働き方改革を考えたときに、教員でなければできない仕事

は何なのかというところを教員自身もしっかり意識していくこと

が大切ですし、ほかに頼めるところは頼むというような意識ができ

てくると、少し変わる部分が出るのかなと思っています。 

 そういう意味から、教育委員会の令和７年度の取組として、様々

な人的な支援、部活動の外部指導員とか、スクール・サポート・ス

タッフ、エデュケーション・アシスタント、副校長補佐など、都の
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事業等も活用しながら、学校への人的支援を充実していただくこと

が本来取り組むべき業務に教員が取り組んでいけるということに

もつながっていくと思いますので、ぜひこの部分を一層重点化して

いただければと思います。 

 以上です。 

 

大熊教育長   ほかにございますか。 

 

小山田委員   今、佐島委員がおっしゃったとおりだと思うのですが、やはり教

職員自身の意識の改革とともに、保護者や周りの地域の方々の意識

の問題というのもあると思うのです。そのときにコミュニティ・ス

クールがあり、今は放課後子どもの支援を中心としてやっていただ

いているのですが、学校教育に関わる支援というのをコミュニテ

ィ・スクールでいろいろ検討していただき、地域の方々も先生に何

をお願いするか、自分たちは何ができるかということを話し合って

いただければと思います。上手く回っていくと、働き方改革の一助

になっていくと思いますので、コミュニティ・スクールの充実とい

うのもまた今後検討していけたらと思います。 

 以上です。 

 

大熊教育長   ほかにございますか。 

 

浅野教育長   成果が出てきているということで、大変心強くお話を伺いました。 

職務代理者   ２点伺いたいことがあって、一つはＩＣＴの活用によって時間の

削減に成功しているということですが、授業や教育の現場において

のＩＣＴ活用では、小学校と中学校との間に、小金井市だけではな

くて、全国平均で見ても活用の度合いに差があって、小学校のほう

は比較的よく利用しているけど、中学校のほうはそうでもないとい

うことになっていると思うのです。 

 校務に関するＩＣＴの活用に関しては、学校種による違いがあり

そうかどうか、分かる範囲で感触で構わないのですが、教えていた

だきたいというのが一つです。 

 それから、指導室長もおっしゃっていたように、時間で見るだけ

ではない見方も必要かなと思うところがあって、例えば東京都だけ

で見ると、病気による休職教員の数というのはずっと高止まりとい
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うか、毎年ちょっとずつ更新している状況だと思うのです。小金井

市の場合、病気による休職の状況というのは今どんな感じになって

いるのかを教えてください。 

 

平田指導室長  ２点の質問について回答いたします。 

 まずは校務においてのＩＣＴ活用というところです。小学校のほ

うでも活用が進んでいるところですが、特筆する内容として、中学

校の採点業務というところでの活用をトピックスとして上げさせ

ていただきました。 

 まず、中学校の教科担任制においては、採点する枚数がかなり多

いというところと、保護者の関心、生徒の関心もありますから、す

ごく気を遣って採点を行っております。採点ミスがないこと、文章

については、マルかバツか、そのちょうど中間あたり、そこを教員

がぶれることなく一律に百何十名以上の採点を行うというところ

で、時間と労力がかかっている部分です。また、１つ採点ミスが起

きると、その後の様々な対応を含めると膨大な時間が必要となると

いうところもございます。 

 今回ＩＣＴを活用したというところでは、まず、ＡＩにおいて採

点が、ある程度機械がざっと判定をします。中でも、マルやバツな

ど答えがはっきりしているものについては、ＡＩでほとんど採点が

できてしまうというものです。 

 では次に、文章で解答するものについては、今度はＡＩがある程

度ここが正解であるだろう、ここら辺は間違いであるだろう、その

間の中間のところはもう一度教員で採点、見てくださいというもの

が一覧でずらっと並ぶようになります。ですので、１枚１枚の紙を

入力した後、画面上には、１つの問題の答えがずらっと横並びに並

ぶのです。教員はそれを全部見ながら、ここまでをマルにしよう、

ここからはバツにしようとか、そういうことを後でチェックしてい

くということができます。 

 こういうことで、採点の精度も非常に上がりますし、採点ミスを

してしまった後のフォローとかも全て、トータルで考えると非常に

時間短縮につながったというものでございます。 

 小学校のほうはまだ教科担任制ではなく学級担任がほとんどで

すので、枚数が３０枚程度で、採点についても比較的しやすい、答

える内容がシンプルなものが多いので、小学校においては、今の中
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学校の事例をそのまま持っていけば小学校でも改善されるかとい

うと、またそれはちょっと話が違うかなと思っているところです。 

 ２点目の、病気休職について小金井市の状況はどうかというとこ

ろでございます。本市においても、途中で病気休職になった教員が

いるというのは実態でございます。ただ、小学校９校、中学校５校

全体の人数や割合で見ると、あまりこういう言い方をするとよくな

いのですが、他と比較すると少ないというのが、感じているところ

でございます。 

 以上です。 

 

浅野教育長   ありがとうございました。 

職務代理者 

 

大熊教育長   ＡＩが出てきて、先ほども指導室長から話がありましたけど、文

章を精査して、評価してもらうという件については、実は東京学芸

大学と小金井市教育委員会で連携をとって実践研究をしていると

ころがあります。私自身もいろいろとそこの会議で述べるため、勉

強しておりますが、ＡＩで文章を書くようになったら、自分の文章

力がなくなるのではないかという言い方をしている意見もあるの

ですが、よくよく考えてみるとそうではないのです。考えること自

体、何を書こうかと思っていることは自分で考えなければいけない

問題で、どう書くかということに関して、こう書いたらどういうふ

うに受け止められるか、こう書いたらどうかとＡＩが見てくれます。

ＡＩにどう評価されるのかということで文章を練り上げるという

のも、これからの新しいやり方の一つなのかなと思います。いわゆ

る壁打ちというのですか、自分だけで遂行していたのを、機器を使

って壁打ちをするという、そんな使い方もできるのではないかなと

思っています。 

 いろんな人の話を聞いてみると、文章を書く力がなくなるなどの

マイナス面を言われる面もあるのですけど、ここは良さを生かすと

いうか、そういうのを取り入れて、検討していく価値はあるなと、

思っているところです。 

 今回の８番のところの結果をもう一度見ていただきたいのです

が、令和３年、４年、５年、６年と比べてみてください。働き方改

革をやらなければいけないと言ったのが令和３年のことです。それ
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で、そのときの全体の時間数を見てもらうと分かるのですが、８０

時間を超えていた職員が、３２人、２８人という数字だったのです。

それが令和５年になって、１２人、１２人とここで半減したのです。

しかし、下がり止まりという感じがあり、８０時間というのは労働

基準法違反に当たる数字ですので、これを簡単に見過ごしているわ

けにはいかなく、下がってきたものの、下げ止まりの原因はしっか

り捉えて今後取り組んでいかなければならないと思います。下がっ

てきたからいいですよではなくて、しっかりと今後も対応をしてい

きたいと思います。この数字を一つの基準として、これからもしっ

かり取り組んでいきたいと思っています。 

 この辺、健康面に関しては、穂坂委員はどう思いますか。 

 

穂坂委員    ＩＣＴを活用しているので、目とかのほうに負担がくるなという

心配はありますね。そういう弊害が後々出てこないかなという気は

します。実際、私も老眼鏡をかけてコンピューターを使っています

が、先生方もそういうことで視力障害とかが気になるなというのが

ありますね。 

 

大熊教育長   ありがとうございます。 

 ほかにございますか。 

 下がってきたことにここで満足することなく、さらなる改革を進

めていくということでよろしいですか。そういうことを教育委員会

としてしっかりと述べていきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 以上で報告事項３を終了してよろしいですか。 

 次に、報告事項４、その他です。 

 学校教育部から報告があれば、発言願います。 

 

大津学校    特にございません。 

教育部長 

 

大熊教育長   次に、生涯学習部から報告があれば発言願います。 

 

梅原生涯    生涯学習課から１件ご報告させていただきます。 

学習部長 



 -１６- 

 

三浦生涯    それでは、生涯学習部生涯学習課より、学校部活動の地域連携・ 

学習課長    地域移行につきまして、現在の状況を御報告させていただきます。 

 初めに、小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会で

ございますが、令和５年度中の令和６年３月１１日に第１回の委員

会を開催いたしまして、委員１６人の任命を行い、委員長に東京学

芸大学の金子嘉宏先生を、副委員長に緑中学校長の塩原真一先生を

選出いたしました。 

 この後、令和６年７月２６日に第２回委員会を、同９月２４日に

第３回委員会を、同１２月１８日に第４回委員会を行いまして、年

が替わり、令和７年２月１３日に第５回委員会を開催したところで

ございます。 

 委員会の進行状況でございますが、毎回の委員会では、議事を大

きく２つに区分いたしまして、前半の議事では、東京都策定の学校

部活動の地域連携・地域移行に関する推進計画（令和６年３月改訂

版）に基づきまして、令和７年度末までに地域連携・地域移行に向

けた取組に着手し、生徒がスポーツ・文化活動を継続して親しむ環

境の充実を図るため、まずは土日の部活動について、活動内容の見

直しを図るべく、緑中学校において試行実施を行ったところでござ

います。 

 この試行的な取組に関しましては、同校の校長先生及び部活動顧

問の先生に御協力をお願いし、従来型の顧問の先生による指導では

なく、外部指導員による実技指導のほか、顧問の先生の土曜日、日

曜日の休日確保などに取り組んでおり、計１０回ほどの試行実施を

行ったところでございます。 

 今後は、この結果につきまして集約を行い、部活動検討委員会に

も資料提供したいと考えているところでございます。 

 また、委員会の後半の議事運営につきましては、目指すべき部活

動の姿について、金子委員長を中心にワークショップ形式での議論

を進めており、公募委員をはじめ、委員の皆様から積極的な御意見

を頂戴しておりますが、一定の形になるまでにはもうしばらくお時

間を頂戴したいと考えてございます。 

 現状、部活動の今後の姿につきましては、東京圏以外における自

治体の取組や、都区部における取組など、現在もいろいろな御意見

があることは事務局としても承知をしているところでございます。
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しかしながら、現環境の下では一足飛びに結論まで進むことは非常

に難しいと言わざるを得ない部分もございます。 

 このため、今後につきましても、国や東京都、近隣自治体の動き

等も十分に踏まえながら、小金井らしい学校部活動の地域連携・地

域移行に向けた考え方を取りまとめてまいりたいと考えてござい

ます。 

 報告は以上でございます。 

 

大熊教育長   何か御意見はありますか。 

 

小山田委員   先ほどの先生方の働き方改革にも関係していることにはなると思

うのですけれども、部活動をやりたいという先生もいらっしゃるこ

とはもちろん伺っているのですが、部活動の地域連携・地域移行が

進むことで、先ほどの意識の改革という、ワーク・ライフ・バラン

スを先生方もとっていただけると思います。部活動の地域連携・地

域移行というのは、そういった先生の働き方改革にも関わっていく

ということと、あと、地域の人たち、地域のそういったリソースを

活用してということは、そこでまた新たな地域のつながりも生まれ

てくるという目的もあるかと思いますので、小金井らしい地域連

携・地域移行というところを引き続き、委員会のほうで御検討いた

だけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

大熊教育長   ほかにございますか。 

 

浅野教育長   御報告ありがとうございました。 

職務代理者   先ほど表彰の報告があったのですけれども、御覧いただくと、７

番、８番、９番は、いずれも緑中学校で陸上競技において優れた成

績を上げている生徒たちがいることが確認されております。しかし、

緑中学校には、実は陸上部はないのです。ですから、ここから二つ

のことを我々は知ることができて、一つは、学校に部活がなくても

生徒たちは十分に活動に参加して高い成績を収めることができる

ということ。もう一つは、部活がないと、潜在的には陸上をやって

いたかもしれない生徒が学校外のそういった組織なり活動なりに

アクセスできるチャンスをちゃんと持っているのかどうかという

ことが心配になるということ。 



 -１８- 

 だから、部活がなくても大丈夫という側面と、部活がないことに

よって運動活動に参加するチャンネルが潜在的には失われている

子供たちもいるかもしれないということ、両方に目配りする必要が

あって、学校活動の地域連携とか地域展開ということを考える際に

その辺のことも考えていただくといいかなと思いました。 

 以上です。 

 

大熊教育長   ほかにございますか。 

 鍋をやると、鍋奉行という鍋を仕切る人がいますよね。こんな言

葉はないのですが、実はそういう人と同じように、子供たちを教え

たい部活奉行というのがいまして、教えることが何より大事、何よ

り好きな人がいるのです。しかし、今のスポーツ界を見てみると、

サッカーにしても野球にしても、一人一人がどう考えてどうやるか

という、サッカーのほうがその点は進んでいるかと思うのですけど、

皆さんで考えますよね。考えて、どういうふうにやったらいいかと

いうのを瞬時に考えられるチームのほうが強くなっています。ラグ

ビーはそのいい例ですよね。カーリングなんかは、もぐもぐタイム

でずっと話合いをしていたりします。 

つまり、指導者から教わってできるようになるということだけで

はなくて、自分たちで話し合って、どういう計画を立てて、どうい

うふうな練習をしたらいいかを考える、そういう場が部活動でもあ

ると考えられます。 

 地域連携をしようとするときに、部活奉行になってしまう人にな

られては、子どものその子らしさを伸ばせないことになってしまい

ますので、部活動を地域に移行していくと同時に、今どういう教育

を進めていかなければならないかという方針もしっかりと理解し

ていただいて、その人たちが子供たちにどう関わるのかということ

もアップデートしていただきたいのです。つまり、その人たちが教

わったように教えたのでは、今の教育になじまないと私は思ってい

るのです。その辺も大きく変えていかなければいけないと思ってい

るところです。 

 教えることをしたいという人が部活動の指導員になってしまっ

たら、今まさに子どもたちに身につけさせたい力を身につけさせら

れなくなってしまうのではないか、ということです。その辺の方向

性をしっかり見極めていかないといけないと、そんなふうに思って
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いるのですけど、専門的な立場から、佐島委員はどう思われますか。 

 

佐島委員    教育長がおっしゃっていたように、やっぱり主体的に考えていく

ということが何より大事なことだと思うのです。それはもう子供で

あっても、言われたことをやるとか、褒められるからやるとかとい

うことではなくて、自分として取り組んでいることにやりがいとか

価値を見いだして、どうしたらいいのかというのを自分で考えてい

くことが大切なので、やはり、そういうことを大切する方が指導に

も携わっていただけるようにしていくことが大事かなと思います。 

 

大熊教育長   本当にそう思っていて、実は私は小さい頃から剣道をやっていて、

私が教わったやり方を今の子どもたちにしてしまったら、問題にな

ってしまうと思いますし、当時の稽古は、今の子には多分耐えられ

ないと思います。しかし、自分の頭を使って、どういうふうに相手

と向き合ったらいいかをよくよく考えていたのかというと、言われ

たようにやっていただけであったような気がしており、本当に身に

しみて感じるのですよ。あのような指導ではなく、子どもが自分の

頭を使って様々な工夫をして技を磨いていくという、そういうこと

が社会でも生きて、働く力になるのだろうと思うのです。 

 そうは言っていても、我慢する力は相当あると思うのですが、そ

の辺のところは、やはりこれからの教育の大きなことになるのでは

ないかと思っております。その辺も含めて、部活動の地域移行が進

んだらいいかなと思っているところです。皆さんはいかがでしょう

か。 

 

小山田委員   私もそう思います。子供に関わる方たちは、実際やるときには、

一度、何か勉強ということではないですが、そういったやり方など

をどこかで学べるような機会をつくっていただくことが地域移行

には必要なのかなと、教育長のお話を伺って思っております。 

 

大熊教育長   この間、私自身、キャンプが得意なので、キャンプでやる料理の

レシピをつくっているのですが、「熊じいがつくった不完全レシピ」

という面白いものをつくったのです。不完全レシピというのは何か

というと、塩はどのぐらい入れたらいいか、あなたの感性に任せま

すとか、ここで何分に煮たら柔らかくなるかはそのときの気温によ
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って違うので、よく湯気を見ていてくださいなどの内容となってい

ます。何分煮ましょうとか、塩は肉の０.８％入れるというのが常識

ですが、そういうことが一切書いていない不完全レシピというのを

子どもたちに渡したのです。ダッチオーブンで料理を作るのですけ

ど、物すごいことで目を離さないのですよ。ずっと見ていて、大丈

夫かな、大丈夫かなと。１５分煮なさいと書いていないのですよ。

湯気が少し少なくなったら止めますと書いてあるのです。 

 不完全レシピのように、どういうふうにやったらおいしくなるか、

どういうふうになったら上手になるかを全部教えないで子どもた

ちに委ねるという、そんなことが広まっていったらいいなと思って

いるので、今度、このレシピをお持ちしますので、是非家でも作っ

てみてください。きっと、目が離せなくなるという、そんなことを

思い浮かべました。 

 以上でよろしいですか。 

 部活動は、部活奉行をつくらないで、子供たちに委ねるというこ

とができる指導者を育成していただきたいと、そんなふうに思うと

ころです。 

 以上で報告事項４を終了いたします。 

 次に、報告事項５、今後の日程についてですが、詳細については、

配付の資料となります。 

 日程について、何か質問等はございますか。たくさんありますけ

ど、よろしいですか。年度初めはいろいろありますので、よく見て

おいていただければと思います。 

 以上で報告事項５を終了いたします。 

 ではここで、年度末となりますので、本年度教育委員会の取組に

関しての総括、来年度への展望を各委員から一言ずつお願いできれ

ばと思います。どなたからでも結構ですので、お願いしたいと思い

ます。何でも結構でございます。 

 

浅野教育長   例年のことですけれども、小金井市の教育委員会は、学校現場を 

職務代理者  はじめ、やるべきことを粛々とやるという態度で一貫しているなと

思います。もう、ここ１０年間、いろいろな課題を片づけてきて、

本当に大分よくなってきているなというのが率直な感想です。 

 それで、そのことを踏まえてですが、今たまたま長期計画審議会

委員として参画しております。そこで、ちょうど現在の第５次基本
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構想が中間まで達しつつあり、前期計画がほぼ終了しつつあります。

次の後期計画を立てるという段階ですが、恒例の意識調査、意向調

査を行っておりまして、その中に小学生、中学生のアンケート調査

も含まれております。 

 長期計画審議会の会議でその内容が紹介されまして、ちょっと印

象に残ったことを２つお話ししたいのですが、一つは小学生、中学

生、正確に言うと小学校６年生と中学校１、２、３年生ということ

になりますが、小金井市にどのようなイメージを持っていますかと

いう質問と、小金井市の好きなところという質問、どちらも圧倒的

多数が答えていたのが豊かな自然ということでした。本当にそうだ

なと思いますし、我々教育現場で、小金井桜のことも含めて、そう

いったことを大いに活用して教育現場を盛り立ててきた、豊かにし

てきたなというふうに思ったところであります。それが１点目です。 

 他方で、小金井市に対しての自由な御意見をという自由記述の質

問がありました。その自由記述に対するあるやり方として、テキス

トマイニングをいたしますと、１つ興味深い塊が現れてきて、それ

が、学校、トイレ、汚いというものでした。つまり、我々としては、

この数年間の間、非常に頑張ってトイレの洋式化を進め、きれいに

するよう頑張ってきて、それが着実に成果を上げてきているところ

ではあるのですが、子どもたちからするとやはりすごく印象に残る

ことらしいです。普通にきれいなトイレがきれいだなというふうに

印象に残ることはありませんが、汚かったり臭かったりすると、強

烈に印象に残るということなんだろうなと思います。 

 なので、我々としては、これもまたよく承知している懸案であり、

粛々と進めてきたことでありますので、これから先もまた改善に努

めていけたらいいなと思った次第であります。それが２つ目です。 

 以上となります。 

 

大熊教育長   ありがとうございました。 

 ほかにございますか。 

 

佐島委員    今日、小学校の卒業式に参列させていただいて、この間は中学校

に出たのですけど、本当にどちらの学校もすごく立派な子どもたち

の様子が見られました。それだけでなく、様々な機会に学校行事や

学校訪問などで各学校にお伺いすると、本当にすばらしい教育活動
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を展開されていて、これは日頃からの教育委員会の御支援のおかげ

ではないかなというふうにうれしく思っているところです。 

 本当に各部課で様々な取組をしていただいている中で、学校教育

部では様々な学習環境の整備に力を入れていただくとともに、授業

変革とか不登校支援、働き方改革等への御指導、御支援をいただい

ているところです。 

 学校にいると、教育委員会が学校と同じ方向を向いて支えている

ことを感じられるとすごく元気になってやる気も出るのです。そし

て、厳しい状況を乗り越えられると思いますので、これからもぜひ

学校への温かい御指導と御支援をお願いしたいなと思いますし、私

自身も学校に足を運んで、学校の頑張っているところとか良いとこ

ろを認めて、学校が元気になるようにしていきたいなと思っていま

す。 

 あと、生涯学習部の取組でも、今年幾つも感動することがありま

して、名勝小金井桜１００周年記念事業とか、図書館や公民館でも

すごく意欲的な、そして先進的な取組をしていただいているなとい

うふうにありがたく思いました。今後も部活動の地域移行等、本当

に難しい課題もあると思いますが、引き続き市民のために意欲的に

取り組んでいただければと思います。 

 私自身、学校に長くおりまして、今も不登校支援に取り組んでい

るので、その点から２点だけ個別の課題についてお話し申し上げた

いと思います。 

 一つ目は不登校対策のことです。卒業式に参列させていただいた

ときに、内容は大変感動的だったのですが、卒業証書授与で、生徒

の名前を呼んでも返事がなく、次の生徒の名前が呼ばれる、要する

に式に参列できていないお子さんがかなりの数いらっしゃるなと

いうことを感じまして、改めて不登校というのは一クラスに何人も

いるのだなということを実感しました。 

 やはり不登校の問題は、小金井市においても緊急度の高い、解決

していくべき問題ではないかなと思っています。教育委員会では、

もくせい教室、オンラインを活用した取組、校内別室指導員、不登

校対策委員会など様々取り組んでいただいており、少しずつ成果も

出てきているかと思いますが、不登校の対応は、一人一人の子供に

応じた対応というのがすごく大事になってくると思います。本市の

取組の核となる児童・生徒個人指導ファイルの活用というのはこれ
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からも大事にして、不登校支援コーディネーターを中心とした、学

校としての組織的な取組が進むように、さらなる御指導、御支援を

お願いしたいなと思います。 

 ２点目は働き方改革です。内容については先ほど申し上げたので

すけれども、人が人を教育するという学校教育において、教員自身

が心身ともに健康であることがすごく大切だと思うのです。また、

働き方改革が進まないと、教員になろうという人自体が増えてきま

せん。子供たちの教育に情熱を持った、本当に心身ともに健康な

方々に先生になっていただけるように、ますます働き方改革を進め

ていっていただければなと思っています。 

 最後に、現在の学校、そして小金井市教育委員会の状況というの

は非常にいい状態になっているかなと私は認識をしています。しか

し、これでいいんだと漫然としてしまうと、いつ大きな事故が起き

ないとも限らないので、ここで安心をせずに学校の状況に細かく目

を配っていただいて、必要な手を適材適所きちっと打っていただく

ことで、ますます小金井市の教育はよくなっていくと思います。そ

の辺のところの御努力をさらにお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

小山田委員   今日お二人の委員のお話を伺っても、私もそのとおりだなと思い

ます。今年度も校舎の増築ですとか、不登校の問題の対策、あと、

小金井市もとうとう給食が無償化になりまして、そういったところ

では、本当に教育委員会の皆様の御尽力だと思っております。感謝

しております。 

 一方で、またコミュニティ・スクールの話をしてしまうのですが、

市で予算を取ってやっていただかなくてはいけない部分もあるも

のの、地域の人たちのつながりの中や地域の中の人たちのアイデア

や思いなどで解決できることも本当にいろいろあると思います。コ

ミュニティ・スクールがうまくいっている他地域の事例をいろいろ

私も調べたりはしているのですが、コミュニティ・スクールが充実

していると、今、問題になっている働き方改革の問題や不登校の問

題、あと、モンスターペアレンツなども、一旦コミュニティ・スク

ールに保護者からの問題が来て、先生に直接行くというのが和らい

できているということが実際にあるようです。本当に先生方も働き

やすい学校環境をつくるという上でも、いろんな意味でコミュニテ
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ィ・スクールの可能性というのがあると思います。 

 小金井市も全校でコミュニティ・スクールが配置されて２年目に

なり、コーディネーターさんも配置されてというところですが、ま

だまだ市民に浸透しておりません。「コミュニティ・スクールって何、

何が変わったの」というふうに問われる質問があると私も聞きます。

まだまだこれから、市民の皆様にもコミュニティ・スクールとは何

かということを知っていただきたいです。地域で心ある方、また、

本当に小金井市は教育に関心のある方が多く、地域の教育力が高い

と思います。その方々が学校を中心に何かお力添えをしていただけ

るようになると、もっとまた別の形で小金井市の教育が底上げして

いくのではないかと思うので、来年度もコミュニティ・スクールの

充実というところでは、ぜひ引き続き御尽力いただけたらと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

大熊教育長   ありがとうございます。 

 ほかにございますか。 

 

穂坂委員    医療面の専門家として一言だけ言わせていただきます。 

 もう新型コロナウイルスが出始めて足かけ６年目に入りますけ

ど、１つの教訓を得たかなと思っております。どういうことかとい

うと、やはりこれからも、新型コロナウイルスに限らず、新しいウ

イルスなり感染症が蔓延する可能性は大いにあると思います。その

ため、一つ心に刻んでいただき、児童・生徒にも指導していただき

たいのですが、やはり自分の健康はある程度のところまでは自分で

守って、規則正しい生活、規則正しい食事、睡眠も含めて、健康を

考えて日常を送っていただければと思っております。その辺、よろ

しくお願いします。 

 

大熊教育長   では、私も最後に一言だけ発言させていただきます。 

 私ども教員がよく使っている言葉に、主体的・対話的で深い学び

とある、最初の主体的という部分ですが、様々な主体的な取組から

今度は少し変わらなければいけないことがあります。主体性を発揮

した取組へという、主体的というと、的なわけですよ。先生が敷い

たレールの上を乗っていく、それで最後は先生が期待した場所に到

達するという。でも、子供が自ら動くということを主体的と言って
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いるわけです。主体性を発揮するということは、それも超えて、レ

ールが外れて、失敗がありながらも前へ進んでいく、そんなことを

いつも考えています。 

 失敗をすることを先生も受け入れながら、共に前へ進んでいく。

そのためには、先生は子供たちにもっと、先ほども言いましたけど、

委ねる部分というのを増やしていかなければいけない。そういうこ

とを経験しているからこそ、先行き不透明な社会でも自分らしく生

きていくことができるだろうと思います。レールが外れても自分な

りの良さを生かしながら生きていくためには、委ねられた経験をい

かに持っているか、そこだと思うのです。だから、そういう意味で

は、先ほど紹介した不完全レシピのような、不完全指導案というの

があっても面白いのかなという気がしています。 

 あともう一つは、働き方改革の件が残るかなと思っています。何

をもっても、ゆとりのないところには創造性は発揮できません。仕

事に追われているときには、新しいことは考えられません。教育は

まさに創造的な営みであって、日々仕事に追われているような状況

では、新しい授業を考えることはできません。それは子供を不幸に

します。やはり根本的にゆとりを持って、明日の授業をどうするか

なとゆったり考えられる、そんな学校にしていっていただきたいと

思うところです。 

 以上でございます。 

 ということでよろしいですか。ありがとうございました。 

 次に、報告事項６から日程の第８までを議題とするところですが、

本件は人事に関する事件で、小金井市教育委員会会議規則第１０条

第１項に規定する事件に該当するため非公開の会議が相当と判断

いたしますが、委員の皆様、御異議はございませんでしょうか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   全員異議なしと認め、秘密会を開会いたします。 

 準備のため休憩いたします。 

 傍聴人の方におかれましては席を外していただくことになりま

すので、よろしくお願いいたします。 

休憩 午後２時４０分 

再開 午後２時５０分 



 -２６- 

 

大熊教育長   再開します。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。これをもちまして、

令和７年第３回教育委員会定例会を閉会いたします。 

 

閉会 午後２時５０分 


